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原子力規制庁記者ブリーフィング 

 

  日時：令和2年7月3日（金）14:30～ 

  場所：原子力規制委員会庁舎 記者会見室 

  対応：児嶋長官官房総務課長 

 

 

＜本日の報告事項＞ 

○司会 それでは、定刻になりましたので、ただいまから7月3日の原子力規制庁定例ブリ

ーフィングを始めます。 

○児嶋総務課長 報道官の児嶋です。 

  それでは、お手元の広報日程に従いまして、補足説明をいたします。 

  2番の審査会合の関係から参ります。 

  1おめくりいただいて、2ページ目をお願いいたします。 

  一番上から参ります。7月7日火曜日、（4）第872回原子力発電所の新規制基準適合性

に係る審査会合。こちらは中国電力島根原子力発電所2号機の設置変更許可に関しまし

て、耐津波設計方針については昨年5月21日と今年3月24日の会合のコメント回答、もう

一つ耐震設計方針については今年3月17日の会合のコメント回答をそれぞれ受けるもの

です。 

  その下です。（5）令和2年度第3回原子力規制委員会行政事業レビューに係る外部有識

者会合。こちらは会計の伊藤参事官と村山政策立案参事官の対応となります。 

  6月23日の第2回行政事業レビューにおきまして、規制庁から説明を行いました点検対

象事業9事業につきまして、外部有識者の所見の取りまとめを行うものです。 

  その下です。（6）第873回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合。こちら

は日本原燃東海第二発電所の特定重大事故等対処施設の設置変更許可に関する審査を

行うものです。 

  続きまして、（8）第2回放射性同位元素等規制法に係る審査ガイド等の整備に関する

意見聴取。こちらは宮本安全規制管理官の対応となります。 

  議題ですけれども、5月28日の原子力規制委員会で了承を受けました審査ガイド2種類

の案につきまして、被規制者の団体から意見を聴取するものです。 

  続きまして、1枚おめくりいただきまして、3ページ目を御覧ください。 

  一番上から参ります。7月9日木曜日、（10）第6回原子炉圧力容器に対する供用期間中

の破壊靱性の確認方法等の技術評価に関する検討チーム。こちらは1月10日に行われた

検討チームにおきまして、規制庁から日本電気協会に質問した事項について説明を受け

るものです。 

  その下です。（11）第874回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合。こちら
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は東京電力柏崎刈羽原子力発電所7号機の設計工事計画認可に関し、地盤の液状化につ

いての5月26日の会合のコメント回答を受けるとともに、同じく柏崎刈羽原子力発電所

の保安規定変更認可に関しても、6月2日の会合のコメント回答を受けるものです。 

  続きまして、その下です。7月10日金曜日、（12）第875回原子力発電所の新規制基準

適合性に係る審査会合。こちらは北陸電力志賀原子力発電所2号機の設置変更許可に関

しまして、敷地内断層の活動性評価についての昨年10月25日の会合のコメント回答を受

けるものです。 

  私からは以上となります。 

 

＜質疑応答＞ 

○司会 それでは、皆様からの質問をお受けします。いつものとおり所属とお名前をおっ

しゃってから質問のほうをお願いいたします。 

  質問のある方は手を挙げてください。 

  御質問ございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

  それでは、本日のブリーフィングは以上としたいと思います。 

  お疲れさまでした。 

 

－了－ 


